平成15年度　第1回　アナログ２種　基礎解説

第1問

(1)

端子a－b間の静電容量Cabは、

Cab=3+7=10[μＦ]

端子b－c間の静電容量Cbcは、

Cbc=2+4=5[μF]
端子b－c間の電圧Vbcは、

Vbc =
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(2)

リアクタンスXは、次のようになります。
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誘導性リアクタンスXLは、

XL＝X+XC＝32+15＝47[Ω]

第3問

(1)

入力ａに0,0,1,1、入力ｂに0,1,0,1を入力すると出力ｃは次のようになります。
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出力0,0,0,1より、論理積になります。

(2)

論理関数Xをブール代数の公式等を利用して変形すると次のようになります。
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　　　　　　　　　　　（同一の法則、補元の法則）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （恒等の法則）

(3) 

NOT回路の出力は､入力0,1,0,1より1,0,1,0になります｡
OR回路の出力は､入力と0,0,1,1と1,0,1,0より1,0,1,1になります｡
AND回路は両方の入力が[1]のときに出力が[1]になります｡この性質を利用すると､入力1,0,1,1と出力
0,0,0,1よりもう一方の入力は0,*,0,1になります｡
入力0,0,1,1と0,1,0,1より､出力が0,*,0,1になる回路は④AND回路になります｡
(*印は“0”または“1”のどちらかの値を示します｡)
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(4)

表－2の出力Cの1,1,1,0,を論理式に直すと、否定論理積
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解答欄の各選択肢を整理すると、
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 EMBED Equation.3  [image: image16.wmf]A
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④　
[image: image23.wmf]B

A

C

+

=

＝
[image: image24.wmf]B

A

・

より否定論理積になります。

⑤　
[image: image25.wmf]A

B

A

C

+

=

・
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は排他的論理和になります。

したがって、④
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第4問

(1)

電気通信回線1への入力電圧がV0､インピーダンスZに加わる電圧をV1、遠端漏話減衰量をLとし、増幅器の利得Gを求めると次のようになります。
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G=33[dB]

(3)

切断前の長さをP[Km]、このときの絶縁抵抗をR[MΩ]、切断後の長さをQとすると切断後の絶縁抵抗は、次のようになります。

切断後の絶縁抵抗=
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